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た  は たけ う み  ほ くい う

田や畑 、海や牧場で
ひと た   ヽ の      ひ と

はたらく人(食べ物をつくる人)

米や野菜をつくったり,牛や豚やにわとりを育てたり,魚 をとつて働 しヽている人が

おられます。上烏羽の地域にもたくさんの畑がありますね。みんな,食 べる人のこと

をかんがえておしヽしく安全な野菜をいつしょうけんめい作つておられます。

た  も の       ひ と

〔食べ物をはこ耐人)

雅られた揚新から,将 揚へ農べ朝を鐘Sと 肇をする大が

おられます。きゅうしょくの材料も,毎 日朝早くに、学校

までとどけてくださっています。

きゅうしょくでは,栄 養士と3人の給 食 調理員が,み

んなの健康を者 えながら樹理をつくります。

くおうちの栂理は,お うちの人が作つてくれていますね。)

黙 審熱
H23.1121

京都市立上舟羽小学校
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おなかがすいてないし… 「このくらいのこしたつていいでしょ。」

遊んでいてパンを落としてしまつた !でも… 「まぁいいか。」

…こんな気持ちでたべていてよいのかな?

みんなが当たり前のようにして食べている食 事には,み んなの目の

前に届くまでたくさんの人のはたらきがあります。

また,わ たしたちがなにかを 「たべる」ということは,,ほかの生き物

の 「いのち」をいただいていることです。

だから【たべものを大切に】することは,【ありがとう】の最島ちを
あらわしていることなんですよ。

月のさゅうしょくもくひょう

モベものをたいせつにしよう

/たべものを大切にする 「いただきます。Jきもちをあらわすあいなつ「ごちそうさま。J
ゎたしたちは生きてぃくために,たベ

ものをたべています。『いただきます』と

は,ほかの生き財のいのちをいただいて

いることへの 『ありがとう』のきもちを

つたえることばです。

また。『ごちそうさま』は,きょう。
をつくってくれた大,りょうりを作る
ためにたべものをあつめてくれた大,
またそのたべものをそだててくれた大
など,たくさんの大に『ありがとう』

のきもちをつたえることばです。

首をこめてあいさつをして

じぶんのために,り ょうり

のこさすいただきましょう。

…f み んながたべている〔

んやパンは 【竹田製パン!

Lい うところで作つ
!いただきます。

「i その日に食べるごはノ
:パ ンは、できたてのも`

:啓窃寧穣までとどきます
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おなかがすいてないし…「このくらいのこしたつていいでしょ。」

遊んでいてパンを落としてしまつた 1でも… 「まぁいいか。」

…この行動は,食 べ物を大切にしているといえるかな?

みんなが当たり前のようにして食べている 食 事には,み んなの

目の前に届くまでたくさんの人のはたらきがあります。

また,わ たしたちがなにかを 「食べる」ということは,ほ かの生

き物の 「命 」をいただいていることです。

【食べ物を大切に】することは,【ありがとう】の気持ちを表 すこ

とです。                      ｀

生産する仕事

〔食べ物をつくる人)

こめ  や さい             う し  lStた           そ だ       さ かな       は たら       ひ と

米や野菜をつくつたり,牛 や豚やにわとりを育てたり. 魚 をとつて 働 いている人がおら

れます。上鳥羽の地域にもたくさんの 畑 がありますね。みんな.食 べる人のことをかんがえ

ておいし<安 全な野菜をいつしょうけんめい作つておられます。

産地から市場に、また八百屋さん、魚屋さん、肉屋さんなどに食 材

を運ぶ人がおられます。 給 食 では、 給 食 に使う食 材を注文する

と、安b・ 安全な食 科を集めて、学校まで届けるという仕事もしてい

ただいています。

んやパンは 【竹田製パン】

というところで作 つて

いただきます。

その日に食べるごはんや
パンは、できたてのものが

毎朝学校までとどきます。

挙

上鳥羽」ヽ 学 校の給 食 室では,栄養士と3人 の 結 食 調 理員

な 学校に届いた 食 材を使つて 調 理する仕事をしています。

(おうちの 器 理は,お うちの人が作つてくれていますね。)

月のきゅうしょくもくひょう

&べ動を実協にしよう
懇入のは亀らく姿があ8」蕃琢◎

一ど ひ と

きもちをあらわすあいきつ
「いただきます。J
「ごちそうさま。J
『いただきます』とは…

山のてつぺんを「
｀
積
き
」とし、ぃますが、書、

貴重な品物をもらうとき、些置嶺の上にかか

げて、かしこまつたことからうまれた言葉で

す。さらに資掌で動錫ゃ糟栃の
し
符をいただ

いていること、また、食 事を作つてくれる人

や食事ができることへの感謝の気持ちをこめたあいさつとなつたのです。

『ごちそうさま』とは…

『馳走』とは 「走り回る」という意味です。

書、大切な人をもてなすために遠くまでか

け回り、食べ物を集めてきてくれた人への

感謝の気持ちを表す言葉として生まれました。

みんなが毎日食事ができるのは、さまざまな人の

働 く姿があるからです。そうしたすべての人への感謝の気持ちをこめて

あいさつをしましょう。そして、食べ物を大切に、のこさすいただきまし

貧 ・、こ



宮買=正▼ ・・・

中保護者の方公-3

本年度,上 鳥羽小学校は食育に力を入れて取組んでいます。本校の食育を進めるにあたり,大 き

な柱立てとして①体験活動を軸とした各教科・領域を関連した食奮の展開②家庭と連携した食育の

取組,ま た充実③地域素材の活用,を 掲げています。

①の内容については,学 校内の取組として,様 々な教科学習と関連させた食育をすすめることで

す。これまで,単 発で終わつていた食に関する取組を,た とえば国語や社会,総 合的な学習と結び

つけることで,子 どもたちの理解が深まり,よ り身に付く学びができると考え,取 組をすすめてい

ます。明日,食 育の授業発表があるように,各 学年が学級活動から家庭科など幅広い学習に食育の

視点を組み込んで指導にあたっています。②の家庭との連携ということは,ま す実態を把握してい

きたいと考え,食 育のアンケートを実施させていただきました。また,前 国の授業参観では,懇 識

会のテーマに 『朝食と睡眠について』を掲げてお話をすすめていたように,ご 家庭での食育につい

てお話を閣かせていただいたり,ご 家庭同士の交流などを通して学校も家庭も 「食」で子どもを育

てていく意識を高めていきたいなと思つています。③の地域素材とは,こ こ上鳥羽の地域の特性で

ある震業を重点に置いた取組をすすめることです。上鳥羽は,ビ ルや工場が建ち並び!高 速道路も

通つた京都の玄鶴□ですが,首 から豊かな土壊があり,お いしい京野菜を載嬉されている震家があ

ります。これまでから,震 家の方に協力をいただき,九 条ねぎの栽購体験等もさせていただいてい

たのですが,本 年度は,全 学年が農作物の識増から収穫までの体験をさせていただいています。

簡単にですが, 1年生から6年 生までの食に関する指導のテーマ,取 組の紹介です。

各学年が掲げたテーマは,育 てたい子ともたちの姿です。このテーマにむかい,様 々な取組を展

開しています。明日22日 には公開授業があります。学年 1ク ラスの公開となりますが,学 年の取

組を見ていただける機会かとも思いますので,是 非ご参観いただきますよう,お 願いいたします。

型
・水案・・・100g

・にんじん…44g

・はるさめ…12g

・塩・・・lg

。(淡)しようゆ"大 きじ1

・けすり耐し…6.8o

作り方

朝還熙韻水菜とつみれのはりはりなベ
。まぐろフレーク…72o
・とりひき肉…48g
・しようが…1かtナ
・細ねぎ…8g

・かたくり粉…大きじ1と 1/2

・料理酒…小さじ1強 ・塩…少々
…だしを 500miと つておく。)

①劇ねさは小□切り,しようがはみじん切りにする。

②水案は2cmくらいに,にんじんはせん切りにする。

③春雨は新が残らない程度にゆで,水きりして切る。

④まぐうは,水切りして細かくつ面し,とりひき肉と組ねぎを合わせ,ねるようにまぜあわせ

る。調昧料(塩・料理酒・片栗粉の順)をいれてよくませあわせる。

③だしに,①のつみれを作りいれて、あくをとりながら煮る。つみれに火が通れば,にんじんを

入れて煮9やわらかくなれば塩。しようゆで調昧し,仕上げに水票と書雨を入れてできあが

り!(水票のシヤキツとした曲ごたえがポイントです。)

ぜひ,旬の水菜をつかつ

て作つてみてください★

あつさりしたつみれは,

鍋料理にもあいますよ。
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4く み ,5く み
「野菜を育てたり,収 植した野菜を調理して食べたりする活動を通して,身 近な食べ物に関bを 持と

う。」生活と関連させて ・トマト,カ ラーピーマン,大 根などの栽増,調 理体験 (ピチ さつまいも入

ホットケーキ) な ど

2年
「野菜六好き !野菜のパワーを知ろう」

生活 ・国語と関連させてトマト・きゅうり・ピ
ーマン・なす等の栽塔～調理 な ど

1年
「食べ物に関bを 持う。どんなものでもすすん

で食べよう。」生活 ・国語と関連させて ,聖議院
大根の栽嬉 ,収穫 な ど

3年
「地域で育つ食べ物を知ろう !～感謝して食べ

よう～」総含 ・国語・社会と関連させて ・枝豆 ・

九条ねぎの栽増～調理 な ど

4年
「食べ物の働きに関心を持ち,よ い食事の組み

合わせを知ろう。」社会 ・保健 ・紹台と関連させ

て ・水菜壬生菜の栽培～調理 な ど

5年
「よい食事の取リカを実践しよう。」

社会 ,総含 ・家庭と関連させて 。もあ米の栽増
～講理,山 の家での野外釈事体験 な ど

6年
「食生活と健康の関りを見直じ 心と体が暮ぶ

食事について者えよう。」理科 ・家庭 ・保健と関

連させて ・金時にんじんの栽培～調理 な ど

心を育てる日々の食卓。
.  へ  食 育の目的のひとつに。食物を大切にし.生 産などに関わる人泉へ感謝する心を
▼
  、 持つ,と いうことを挙げています。学校では,社 会科や総含的な学習,日 々の給食

ネて 将ヽ ブ時間の中で 「食べられること」に感謝の気持ちを持つとともに,震業や漁業.畜産
童食の現場で働<人 泉の仕事内容や大変さ,喜 び

:たいと思います。
/ケートの結果から,食 事の時の挨拶にを大切に

)かりました。子どもたちは,こ の挨拶は日々当

たり前にしていますが,こ の思いを持つて食事をしているかというとぅなかなかそ

うではありませんよね。そこでおうちの食卓の会話に,今 日料理を作つていたとき

た話や思い。 「この野菜はどこから?」 などのお話をしていきませんか。

折にも、れ,お 話していくことで,ま

た一番身近な家族から伝わることでよ

り思いが深まつていくかと思います。

テレビを消して,子 どもたちとお話を。

食卓の会話つて。なんだかリラックス

して伝わりませんか?
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